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れ っ し 伊 そくどちょうさいいんかい 列車速度調査委

員会 国鉄における近代化に対処し，経営上最も妥当な列車速

度計画を樹立するため，昭和 35 ・ 6 本社に設置された委員会で

ある。

委員会は総裁の命ずる常務剤事を委員長とし， 審議室長，営

業局長，運転局長，1JIÞ:設局長，電気局長，工作局長，副技師長

お よ び鉄道妓術研究所長を委員として組織され，次に掲げる事

項について調査審議を行なうこととしている。

(1) 将来の高速客貨列車の速度計画に関すること

(2) 列車速度を規制する基礎悶子の対策に関すること

(3) 経営上設も妥当な列車速度と車両 ・ 線路等の保守基準に

関すること

(4) 列車速度にl到する現行諸規程の再検討および改正に関す

ること

(5) その他列車速度に関し必要なこ と

なお，委員会の指示を受けて専門事項の調査審議を行なうた

め，現在一つの分科会が設けられている。

列車速度調査委員会は，発足以来今日までに，個々の具体的

な列車の速度向上(気動車特急 Lはっかり 7 をはじめ山陽線特

急電車および鹿児島線*交直流電車の速度向上など)に伴う問

題点の解決をはかるほか，列車速度計画上の基本的な事項であ

る列車速度を制約する基礎因子 (車両の乗りごこち基準，軌道

破捜および脱線に対する横圧限度ならびに車両係数など)に関

する審議を重ねた。また，将来の高速列車の速度計画について，

昭和 50 年度を目標として，線路士骨設， こう配改良，動力方式，

信号設備および車両の近代化等を条件に，主要都市問の高i主自

動車交通の発達，乗客の旅行目的からみた適正到達時分，時分

短縮に対する効果， jfi両運用の経済性な どを考慮した高速旅客

列車の速度向上計画の策定を行な って今日に至っ て いる 。

以上のとおり列車速度調査委員会は，数多くの検討成果を得

て国鉄近代化に伴う列車速度の向上に重要な貢献をしてきたが，

全般の合理的な列車速度計画を行なう ために解明を要する事項

がなお残されているので，貨物列車の速度向上，車両軌道構造

の差による列車速度のあり方および経営上の最も妥当な列車速

度などを，量点的な審議事項 と して効果的な推進をはかるのが，

列車速度調査委員会の今後における主要な課題であるといえ る。

(長島利正)

れ っしゃ ダイヤき ろくき 列車ダイヤ記録器 列車の

運転状況を 1 筒所ではあくし，円滑にダイヤどおり各列車を運

転させるには，列車の刻々の位置を知る必要がある。このため

大部分の線区では， 列車指令は専用の電話機を使用して ， 駅か

ら列車の発着状況の報告を受け，または問い合わせて列車の運

転状況をはあくしてレる。しかし，これでは駅に列車が到着す

るまで列車の位置， 遅れ状況等を正確に知ることはできない。

新しいものとして軌道回路を用いて列車位置を しランプ1 で表

示する装置付 列車集中制御装置の表示盤)が数線区で用いられ

ているが，列車ダイヤ記録器は，さらに進んだもので，所定ダ

イヤと比較できるような形式，すなわち計画された列車ダイヤ

上に，実際運転されている列車の位置を刻々記録することによ

り，計画運転時刻よりどのくらい遅れているか，早すぎるかを

知り，かっ記録としてあとあとまで残すことのできる装置であ

る。現在東海道新幹線の事総合指令所に設備され，使用されて

し、る。
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 台から発信した場合は列車内扱者操作盤に着信する。扱者は，

その呼びを車内公衆用電話機へ転送する。

さて列車選択呼出信号は，図に示すように各通話路帯減内の

33 波 f，-[舗のうち 30 波を使用し J f1-f10 を列車番号の 1 位，

f，，-fれを 10 位J f23-f32 を 100 位の数字で表わし，列車番号

∞0-999 ま での 1∞o 編成を個別jすることができる。 地上から

列車番号 3 数字によって列車呼出しを行なうと ， 各群から 1 波

ずつ計 3 波が同時に送出されて目的の列車が呼ぴ出される。残

りの 3 波 fU1 fnl f33 は列車群呼出信号および業務・公衆の識思IJ ，

再呼出し，復旧などの制御信号に用いられ， 111 ・ f" ・九の 3 波

組合せで列車群呼出し(運転指令系のみ)， ，C，の組合せで上記

1M御信号用に使用される。

f， -f" は 15c/8 間隔で 472 . 5 -952. 5 C/8 帯の周波数を使用し

ているが， 33 波を作るために 33 個の水晶発信器を設けるのは

不経済であるから，表に示す 5， 072.5- 5, 222. 5C/8 の 11 波を

4, 600C/8, 4, 435 c/8, 4 ， 270c/8 で変調して取り出している。

ところで列車選択呼出信号を受信する移動局のリード・フィ

ノレターは， きわめて急しゅん(駿)な選択特性を有し，狭帯織内

に多数の周波数を設けて，これを選択識別しうる利点をも って

いるが， 一面，きわめて急しゅんな特性のために，周波数の若

干のずれに対しても応動Lなくなるおそれがある。このために

周波数は土0.2C/8 程度の精度を必要とし，また，これらの周波

数を伝送する回線の同期ずれの影響をも除く必要から，統制j局

では 472 . 5 -952. 5 C/8 の選択信号を， い ったん副搬送波 2， 100

C/s で変調し，その下側帯波と副織送波を・移動局へ送出する。

移動局では下側帯波を副微送波で復調し， 原信号の 472.5-95

2.5c/s を得ている。したがって途中伝送回線における同期ずれ

は，副搬送波にも側待波にも同じ彫響を与えるから，その周波

数差は全く彫響を受けることはない。ー」通話接続制御信号。
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